
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

 

 
 
 

 
 
０１ 生徒一人ひとりを伸ばしていける学校教育の実現 
学力向上・体力向上のさらなる充実 

「学力向上」「体力向上」の充実を図り、生徒一人ひとりの可能性を引き出し、伸

ばす教育に取り組んでいます。教科指導では ICT機器を積極的に活用した個別・

協働的な学びを探求する授業の展開、保健体育の授業を核とした運動好きな生徒の育成、運動を

通じてあきらめない気持ちを育てるなど、将来たくましく生きていく力を育成しています。 

０２ 私たちの地域を知り、私たちの地域に貢献するために 
コミュニティースクールの充実① ～『地域貢献プロジェクト』～ 

本校では、自分たちの地域をより知り、地域発展に関わる意識を一人ひとり

が持ち、地域を大切する心を育むことを目指して「地域貢献プロジェクト」

を実施しました。『健康・安全』『環境』『イベント』『ボランティア』グループに分かれ、それ

ぞれ下記のテーマを設定して取り組みました。 
『健康・安全』グループ「美園を巡るウォーキングコース」／『イベント』グループ「さいたま市内のイベントポスター制作」 

『環境』グループ「30・5 運動 ～30gの食品ロス削減で 5 億円のごみ処理費用削減～ 」 

『ボランティア』グループ「地域クリーン活動と幼稚園との連携を深める」 

コミュニティースクールの充実② ～『MIP<美園南中学校情報パトロール隊>』～ 
本校では、学校安全の取り組みとして「MIP」を立ち上げ、生徒の主体性に基

づき、リスク・クライシスマネジメントの観点でネット社会

の安全性について考える取り組みを行っています。WEB、新聞、ポスター、イ

ベント・企画と役割分担を行い、地域への情報発信も視野に入れながらの活動も

しています。令和 4年度より、MIPは生活安全委員会として活動しています。 

０３ 「服の力プロジェクト」 
世界の難民の子どもたちへ服を届けよう 

令和 3 年度より、本校 SSTC 部を中

心にファーストリテイリングが企画す

る「服の力プロジェクト」に参加しています。「服の力プ

ロジェクト」とは、廃棄するような着なくなった子供服を

世界の難民の子供たちに贈る活動です。本校のみの活動

ではなく、校区内の小学校や近隣の幼稚園などにも生徒自ら協力を依頼するなど、生徒の主体性

に基づく活動としてスタートしています。生徒の熱心な呼びかけなどにより、合計 6,479着の

子供服を回収することができました。同時にUNHCRへの募金の呼びかけも行い、20,186円

を集めることができました。引き続き、本校が中心となり、地域とともに SDGs の目標を達成

できるよう取り組んでいきます。 
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■所在地：さいたま市緑区美園 6-15 ■電話：048-878-3511 ■FAX：048-878-3512  ■

交通：埼玉高速鉄道「浦和美園駅」徒歩 16分/JR武蔵野線「東川口駅」徒歩 19分 

さいたま市教育委員会では ＳＤＧｓ教育を推進しています。 

さいたま市立 

美園南中学校 

学校教育目標 ☞「挑戦 創造 感動」 ～ One for All , All for One ～ 

目指す学校像 
「学ぶ喜びのある学校」「夢を育み、笑顔があふれる学校」「たくましく生きていく力を身につけられる学校」 

目指す生徒像 ☞「自ら考え、主体的に行動できる生徒」 

目指す教師像 
⚫ 「生徒とともに成長し、学びつづける教師」 

⚫ 「生徒の心に寄り添い、生徒を大切にする教師」 

⚫ 「生徒の可能性を引き出し、伸ばしていける教師」 


